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アクセント核がある lo’o　（志向性） e’e　　（命令形） rla’a　（仮定形）
形態素（［＋aD na’ 　（否定形） o’r　　（継続梱
’ro　　（命令形）
アクセント核がない mas　（丁　寧） ta　　（過玄形） 瓢　　（終止形）
形態素（［－a］） te i　　　（終止形）
N　　（否定形）
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註
1）厳密にいうとVstかAfかは蝋独で朋いられるか否かではない。分節音の面では子音語幹動詞にi挿入を必要とする彩態素
　h｛　Vstであるということになる。＜ます＞1mas1はアクセントの薗ではε÷自巴密張型コであるが，分節音の面ではi挿
　入を必要とするのでVstである。伝統的な用語で露い換えるなら；連用形に付くのがVstであり，連用形以外の活用形
　に付くのがAfであることになる。
2）この規購こよって，＜食べる＞tabe，＜書く＞kak，〈落とす〉．？otosはta’be，　ka’k，？oto’sとなる。
3）規財の順序については部分的にしか述べていないがもちろん全体の順序を疋しく記述しておく必要がある。名詞と形用詞
　のアクセントは分節音の影響を受けないので，アクセントに関する規則が分節音に関する規卿こ先行すると考えられる。
　　しかし，動詞のアクセントは，規期の轡き方leもよるけれども，アクセントに関する規則に先行する公節音の規刷がある
　　と考えたほうが，織観にあうと思われる。アクセントに闘する規財の巾には循環的に適用されるものもあるので，規則の
　順序付けは当然循環轍の問題とも関連してくる。分節音に関する規瑚は婚環的である必要があるのかないのかという点に
　ついても誇味しないと全体の順序付けはできない。詳細1は「分節音とアクセント㈲J以降を参照。
4）循環的（cyclic）というのは，内偲の形態素から顎番に適用されることをいう。たとえばく食べさせられる〉は
　　［【［［tabe］sase］rare］ru］　のようになっているので，最初lc　tabe，次に宅abesase，次にtabesaserare，最後lc　tabesase・
　rareruに規則が適用される。
5）ruが付いた時のアクセントが董本であると考えると次のような規購が必要になる。
↓①
A
tabe’＆ru
？oto，S＆ru
③　一
〇P　B　　　ta，be＆ta
C　　　＊？o’tos＆ta 20to，S＆ta
9②
D
＊tabe＝＝da，s＆ru
＊tabe’　＝das＆ru
ta’be＝das＆ru
「
E　　＊’tabe＝das＆ta ta’be＝＝das＆ta
まずAを派生するための規財①として
　　　①・一…　一撰駄、倒
　　　Vst・・Vstの場合はさらに②が必要であるから
　　　　②　M’一一一’M／＿・・
　　　taが付いた時のアクセントを説明するためにAからBだけに適用されCやEには適罵
　　　されないような規則③として
　　　③　M’一・’M／＿＆ta
taが付いた時のアクセントを基本と考えると次のような規鋼が必要になる。
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9（2－43｝
dW
（2－45）
　　　　　　　　まずAおよびBを派生するための規則（2－43）
　　　　　　　　　（2－43）　　φ　嚇　’　　／　V　　　　（C）（V｝】（［X］　）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［＋a］Vst　Vst
　　　　　　　　ruが付いた時のアクセントを説明するためにAからCだけに適用される規購｛2－45）
　　　　　　　　　（2－45）M’M　－→　MM’／　　　＆ru
　以．ヒから，taが付いた時のアクセント核を基本と考えたほうが簡単であることがわかる。
6）2ake＆t’＝or＆ruのxが仮に＆だとしてもアクセン｝・核牽引（2－　45）の構造記述に合わないから，賜題にするには及ばな
　いように思われるかもしれないけれども，アクセント核牽引は実際には1モーラ右に移動するとは限らない。たとえば，
　騰山方言1，9のスタイルにおけるく食べよう＞tabj（∫（）t＜捨てよう＞SitjOOのアクセントを説明するためには，次のよ
　　うなアクセント核牽引が必要になる。
　　　　　　　　　　　σ　嚇　’　／．．［＋a】．．＆jo＿0
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　志向形
7）既に述べたように，形態素内部には分節音の規則が趨罵されているものとするので，〈落ちる〉の基底形は，
　f20ti＆ru／ではなくて！？ot∫i＆ru1である。したがって，？dtlu　mur＆ruから2（∫t∫ur＝ur＆ruのプロセスには1消去が必要
　　となる。
8）Talbot（1979；38）に次のような主旨のことが書かれている。彼の需っていることを表にしてみると次のようになる。
　　（yは筆者の1，　は長母音を表している。）
閥yoru yoru
10／84 74／84 女性はyoruだけを用いる傾
（12％） （88％〉 向がある。
全員が30才以上
門yota yotta
38／84 13／84 合計が84にならないのは、
（45％） （16％） この形を使用しない入がい
33／38 10／13） るためである。
86％が30才以上 80％が30才以下
　　この観察は雰常に興味深いものであるが，アクセントとの醐連倣について述べられていないのが残念である。また，肩
　　じべ一ジに40才以下の入の発音として載っている表のうちで，Negativeのoran及びorankattaのoが短いのは筆者の纏観に
　は合わないし，そういう形を聞いたことはない。aran及びnrankattaのuが全部畏いことを考えると，　Talbot氏が閥き聞
　違えたのではないかと思われる。
　　楳垣（1961：13）に各地方の〈降る〉という動詞の動作態（継続桐）及び結果態（完了櫓）が載っているが，臨圭蜷の
　欄には，フリヨル，フットルという形が載っている。
9）瞬山藤準語と暇山方鴛を並べてみると次のような関係がある。
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　　　悶山標雛語
la．　ta’bete　2　iru
　b．　ta，bete　2三ru
C．　ta，bete　？ol｛U
d・ta’bete　？ageyu
e．　ta’bete　2　aru
f・ta’bete　l　imau
9．　ta’bete　iaru
　h．　ta7bete　kureru
　i．taPbete　morau
2a．　sutete？｛ru
　b，　sutete　2　iru
　C．　sutete　？ol〈U
d．su£ete　2　ageru
　e．　sutete　2　a，ru
f．sutete　l　ima’U
　9．　sutete　jaru
　ヒ　　sutete　kurer口
　1、　Stttete　marau
　隅山方書
ta’bjooru
ta’betoru
ta’betoku
ta’betageru
ta’bete　2　aru
ta’be∬imau
ta’betSaru
ta野bete　kureru
ta’bete　morau
litl．・oru
∫lteto’ru
∫iteto，ku
Sitetageru
∫ltete　2　a’ru
Site∬ima’u
∫itet∫aru
∫itete　kureru
∫itete　marau
＊　ta，betaru
＊　ta’bekkureru
＊ta，bem磁orau
＊　ta，beN斑orau
＊∫iteta’ru
＊Sitekkureru
＊∫｛temmorau
＊∫iteNmQrau
＜食べている（継続根＞＞
〈食べている（完了権）〉
〈食べておく〉
〈食べてあげる〉
〈食べてある〉
〈食べてしまう〉
〈食べてやる〉
〈食べてくれる〉
〈食べてもらう〉
〈捨てている（継続相）〉
〈捨てている〈完了相）〉
〈捨てておく〉
〈捨ててあげる〉
〈捨ててある〉
〈捨ててしまう〉
〈捨ててやる〉
〈捨ててくれる〉
〈捨ててもらう〉
　これらのうちでaとbは澗山標準語と岡由方霞とで形態素が異なる。たとえばlaは澗山標準諾は1taixe＆te　ir＆ruノ岡由方
　需は／tabe＆t”＝or＆ru1あるいは！tal）e＆te　＝or＆ru！あるいは1tabe＆tor＆ru／である。　cについては，2cからわかるよ
　　うに職」藤準語と濁由方聾書ではアクセントが異なっているので，爾者を単純に結びつけるのは濾意を要する。やはり澗由
　標準語と1遜技｛方需とでは基底形が違っていると考えられる。1cの場含縄L！」標準語は！tabe＆te　20k＆ru1，i潤山方霊鴛は
　1tabe＆t＝ok＆ru1あるいは1tabe＆te；ok＆ru／あるいは1tabe＆tok＆ru1である。残りのものでdは縮約が起こるのにeは起こ
　　らない理由はよくわからない。結果的にはdのほうがeより結びつきの程度が大きいということになるのであろうが，こ
　れはもちろん説明になっていない。fとgが縮約を趨こすのに対しhが起こさない理由もよくわからない。やはり結果的
　に‘やgのほうがhよりは結びつきの程痩が大きいということicなるのであろうがこれももちろん説明になっていない。
　　iについては，mmという音連鎖が許容されないものというほかはないのであろうが，　Nrr｝でも許容されないのはなぜかに
　ついてはわからない。
10）覇由方欝1，llのスタイルではta’be，　ka’ke∫ite’e，　jare’eであるので，少し事情が違っている。これらの形幽体は，岡山
　方霞皿の形にさらに母膏短縮の規期を適贋すれば得られるが，渥史的には岡山1，liのほうが露いわけであるから，これ
　は直観に舎わないことになる。歴史的にはおそらくta’be，　ka’ke，舞e’，　jare’というさらに吉い形があったものと思われる。
より古しΣ野多
　ta’be
　ka’ke
∫lte’
lare’
閣山方雷夏、II
　　ta’be
　　ka’ke
　　∫量｛：e’e
　　jare’e
濁山方喬田
　ta’bee
　ka’kee
　∫lte’e
　まare’e
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